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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自走移動体の走行路面上に設けられ、前記自走移動体の誘導制御に用いられる走行用磁
気誘導体であって、
　上下に貫通する複数の貫通穴が設けられたテープ状の着磁体と、
　前記着磁体を被覆すると共に前記貫通穴に充填され、前記着磁体より硬化されているコ
ーティング材と、を備え、
　前記貫通孔の直径は前記着磁体の厚みよりも大きく、前記貫通孔に充填されたコーティ
ング材は前記自走車両からの荷重を支持する支持部を形成する、ことを特徴とする走行用
磁気誘導体。
【請求項２】
　前記コーティング材は、前記着磁体を走行路面上に貼付けるときの接着剤として機能す
ることを特徴とする請求項１に記載の走行用磁気誘導体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無人搬送車等の自走移動体の走行路面上に設けられ、自走移動体の磁気誘導
式の制御に用いられる走行用磁気誘導体に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来から、走行路面上に敷設された走行用磁気誘導体を走行誘導センサで検知し、それ
に沿って誘導制御される無人搬送車が知られている（例えば、特許文献１参照）。図３（
ａ）（ｂ）は、この種の走行用磁気誘導体を示す。走行用磁気誘導体は、テープ状のゴム
磁石から成る走行用磁気テープ３１（以下、磁気テープという）である。磁気テープ３１
は、工場内等において、無人搬送車の走行経路に沿って走行路面２０上に両面粘着テープ
等によって貼付けられる。無人搬送車は、搭載した磁気センサから成る走行誘導センサに
よって磁気テープ３１を検知し、その磁気テープ３１に沿って誘導制御される。
【０００３】
　しかしながら、上述したような磁気テープ３１は、ゴム磁石であるため、無人搬送車の
車輪よりも強度が低く、車輪が磁気テープ３１上を通過することにより、車輪によって押
圧されて損傷する。また、例えば、無人搬送車が磁気テープ３１上で据え切りをすると、
磁気テープ３１が走行路面２０から剥離することがある。
【０００４】
　また、磁気テープの下面と側面をステンレス鋼の板で囲むことによって磁気テープの寿
命延伸を図る装置が知られている（例えば、特許文献２参照）。しかし、同装置では、磁
気テープの上面は露出しているので、無人搬送車の車輪によって押圧されて損傷する。磁
気テープ３１は、このような損傷等のため、耐久性が低く、頻繁に貼り替える必要があっ
た。
【特許文献１】特開２００２－３２８７２１号公報
【特許文献２】特開２００２－２７８６２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記問題を解決するものであり、自走移動体の磁気誘導式の制御に用いられ
る走行用磁気誘導体の耐久性を向上することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の発明は、自走移動体の走行路面上に設けら
れ、前記自走移動体の誘導制御に用いられる走行用磁気誘導体であって、上下に貫通する
複数の貫通穴が設けられたテープ状の着磁体と、前記着磁体を被覆すると共に前記貫通穴
に充填され、硬化後は前記着磁体より硬くなるコーティング材と、を備え、前記貫通孔の
直径は前記着磁体の厚みよりも大きく、前記貫通孔に充填されたコーティング材は前記自
走車両からの荷重を支持する支持部を形成するものである。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の走行用磁気誘導体において、前記コーティ
ング材は、前記着磁体を走行路面上に貼付けるときの接着剤として機能するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に記載の発明によれば、着磁体を被覆するコーティング材が着磁体の表面を保
護すると共に、着磁体の貫通穴に充填されたコーティング材が荷重を支持して着磁体を荷
重から保護するので、走行用磁気誘導体の耐久性が向上する。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、コーティング材は、着磁体の周囲及び貫通穴において
走行路面と接着して着磁体を走行路面上に接着するので、上記効果に加えて、着磁体の剥
離が防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態に係る走行用磁気誘導体について説明する。図１（ａ）（ｂ
）は、この走行用磁気誘導体を用いて誘導制御される自走移動体の一例の概略構成を示す
。自走移動体２１は、例えば、無人搬送車や自動的に誘導される有人搬送車等の車両であ
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り、車両本体の底部には、四隅位置に駆動換向輪を有する走行装置２３が配置される。片
側２つの走行装置２３は、磁気センサから成る走行誘導センサ２２を備える。自走移動体
２１の走行路面２０上には、走行用磁気誘導体１０（以下、磁気誘導体という）が敷設さ
れる。
【００１１】
　図２（ａ）は上記磁気誘導体１０の構成素材である着磁体１１の平面形状、図２（ｂ）
は磁気誘導体１０の平面構成、（ｃ）は磁気誘導体１０の断面構成を示す。磁気誘導体１
０は、上下に貫通する複数の貫通穴１１ａが設けられた長尺テープ状の着磁体１１と、着
磁体１１を被覆すると共に貫通穴１１ａに充填されるコーティング材１２とを備える。
【００１２】
　着磁体１１は、例えば、フェライト等の磁石粉末とゴム材料のバインダーを混練したゴ
ム磁石をテープ状に成形した磁気テープであり、一方の面がＮ極、他方の面がＳ極に着磁
されている。着磁体１１のサイズは、例えば、幅４０ｍｍ、厚さ１．５ｍｍ程度である。
着磁体１１には両面を貫通する複数の貫通穴１１ａが設けられている。貫通穴１１ａは、
例えば、平面視において、直径５ｍｍ程度の丸穴であり、着磁体１１に略均等に分布する
ように配設される。着磁体１１は、自走移動体２１の走行路面２０上に両面粘着テープ等
によって貼付けられる。予め粘着層が形成された着磁体１１を、その粘着層によって走行
路面２０上に貼付けてもよい。着磁体１１が走行路面２０上に貼付けられた状態において
、着磁体１１の下面側が走行路面２０に貼付けられた粘着面の側であり、貫通穴１１ａが
着磁体１１の上下を貫通している。
【００１３】
　コーティング材１２は、例えば、エポキシ樹脂であり、走行路面２０上に貼付けた着磁
体１１上に塗布された後に硬化し、硬化後は着磁体１１よりも硬くなる。コーティング材
１２は、ウレタン樹脂等のエポキシ樹脂以外の樹脂でもよいが、エポキシ樹脂は硬いので
本実施形態に好適である。コーティング材１２は、樹脂であるので、着磁体１１による磁
気を遮らない。
【００１４】
　上記のように構成された磁気誘導体１０は、自走移動体２１の走行誘導センサ２２によ
って検知され、自走移動体２１は、磁気誘導体１０に沿って誘導制御されて走行する。磁
気誘導体１０は、その上を移動する自走移動体２１又は他の車両、或いは人等の荷重によ
って押圧される。着磁体１１を被覆するコーティング材１２は、着磁体１１よりも硬い保
護層を形成し、着磁体１１の表面を自走移動体２１等から保護する。また、着磁体１１の
貫通穴１１ａに充填されたコーティング材１２は、自走移動体２１等の荷重を支持する支
持部を形成し、着磁体１１を荷重から保護する。
【００１５】
　このように、磁気誘導体１０は、着磁体１１を被覆するコーティング材１２が着磁体１
１の表面を保護すると共に、着磁体１１の貫通穴１１ａに充填されたコーティング材１２
が荷重を支持して着磁体１１を荷重から保護するので、耐久性が向上する。
【００１６】
　なお、着磁体１１がコーティング材１２によって被覆されていても、仮に、貫通穴１１
ａが無く、貫通穴１１ａに充填されたコーティング材１２による荷重の支持が無ければ、
磁気誘導体１０に荷重が加わる度に着磁体１１が下方に圧縮変形し、着磁体１１が劣化す
るだけでなく、コーティング材１２の保護層も下方にたわみ変形して破損に至ることにな
る。本実施形態では、貫通穴１１ａに充填されたコーティング材１２が荷重を支持するの
で、着磁体１１とコーティング材１２の保護層が荷重から保護される。
【００１７】
　次に、コーティング材１２の機能についてさらに説明する。前述のように、コーティン
グ材１２の基本機能は、硬化後に着磁体１１を保護することである。また、コーティング
材１２は、副次的機能として、着磁体１１を走行路面２０上に貼付けるときの接着剤とし
て機能する。コーティング材１２は、エポキシ樹脂等であり、着磁体１１の周囲において
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１１を走行路面２０上に接着する。コーティング材１２によって着磁体１１が走行路面２
０上に接着されるので、着磁体１１を走行路面２０上に貼付けるときに、両面粘着テープ
等による粘着を省略してもよい。また、エポキシ樹脂のコーティング材１２をエポキシ系
接着剤として用いて着磁体１１を走行路面２０上に接着してもよい。
【００１８】
　このように、コーティング材１２は、着磁体１１の周囲及び貫通穴１１ａにおいて走行
路面２０と接着して着磁体１１を走行路面２０上に接着するので、着磁体１１の剥離が防
止され、磁気誘導体１０の耐久性を向上することができる。また、工場内の床面等は、水
や油が付着し易く、コーティング材１２が無ければ、走行路面２０上に付着する水や油が
着磁体１１の粘着面に浸透して着磁体１１が剥離する。しかし、本実施形態では、コーテ
ィング材１２が水や油の浸透を阻止するので、走行路面２０上に水や油が存在しても着磁
体１１の剥離が防止され、磁気誘導体１０の耐久性を向上することができる。
【００１９】
　なお、本発明は、上記の実施形態の構成に限られず、発明の要旨を変更しない範囲で種
々の変形が可能である。例えば、上記磁気誘導体１０は、走行路面２０上に貼付けた着磁
体１１上にコーティング材１２を塗布し硬化させる現場施工のものを示したが、所定寸法
のテープ状の着磁体１１に対して、所定の型枠を装着して、その型枠内にコーティング材
１２を充填硬化することにより形成したものであっても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】（ａ）は本発明の一実施形態に係る走行用磁気誘導体を用いて誘導制御される自
走移動体の平面透視図、（ｂ）は同自走移動体の側面図。
【図２】（ａ）は同走行用磁気誘導体における着磁体の平面図、（ｂ）は同走行用磁気誘
導体の平面図、（ｃ）は（ｂ）のＸ１－Ｘ１線断面図。
【図３】（ａ）は従来の走行用磁気誘導体の平面図、（ｂ）は（ａ）のＸ２－Ｘ２線断面
図。
【符号の説明】
【００２１】
１０　走行用磁気誘導体
１１　着磁体
１１ａ　貫通穴
１２　コーティング材
２０　走行路面
２１　自走移動体
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